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復旧・再建 提 案の
対 象とした被 災直
後の「新温泉」（上）
と「 渕 田 酒 造 場 」

（右）

2022年3月、30分の1スケールの模型で復興提案を示した「捌水塾」の卒業制作展

活動エリア

2020年7月の豪雨災害を受けた熊本県球磨郡人吉市紺屋町とその周辺を主な活動エリアとする

紺屋町

【標高】

活動に至った理由や背景
　豪雨被害甚大の人吉市中心市街
地では、水害再来への恐れから、
住まいや店舗の再生・再建が断念
されがちです。しかし、市民には過
去に何度も洪水を乗り越えてきた
経験があります。
　そこには現代人が忘れがちな「水
を捌く」という生活の作法、そして
家づくりの技術があったはずです。
それを市民一人ひとりが思い起こし
近未来に活かす知恵と成せば、「自
分の力で始められる復興」の形が見
えてくると考えました。

活動概要と活動対象範囲
　学習活動全体を「捌水塾（はす
いじゅく）」、その成 果を現場に適
用・試行し伝える作業を「出前捌水塾」
として実施。主たる対象建築物を、
豪雨災害の被害を受けた築91年の
木造公衆温泉「新温泉」と築143年
の木造住宅・店舗「渕田酒造場」と
し、復旧・復興試案を制作しました。
　被災当事者や専門家、建築系の
学生、大工や石工などの実務者が
塾生として活動に参加しました。そ
の成果は塾生による卒業制作として
総括・公開展示しました。

団体設立経緯
　環 境圏 研究所は、不知火海で
起きた水俣病の教訓が「水でつな
がる命の連鎖系を大切にする暮ら
しにある」との認識から、水源から
海に至るひと続きの空間を「環境
圏（生命圏）」と捉え、その論理と
技法を追求する機関として発足しま
した。2020年7月、球 磨川流域～
不知火海域環境圏が豪雨災害を受
け、制御が困難な常襲する洪水に
対しては、「防ぐ」のではなく「捌く」
姿勢が肝要と捉え、その技術を学
ぶ場が必要と判断しました。

NPO法人 環境圏研究所
熊本県人吉市

水害常襲地域における「水を捌（さば）き易い家づくりの技術」の学習活動

活動内容と成果
【企画立案段階】2021年4月～ 5月
　学習の対象とする木造建築物の
所有者に「建物が存続することを
望む意思がある」ことを確認し、こ
れからのことについて一緒に考えて
いくこととしました。1人でも多くの
人と知恵を出し合うためには一緒
に囲むテーブルが必要と考え、対
象街区の模型を作るための作業台
をそのテーブルとしました。作業場
として渕田酒造場を借りることがで
き、ここを実技研修の主会場とし
ました。
　これまでの模型製作など、準備
作業に参加した学生が中心となって
参加を呼びかける塾生候補を確認
しました。

【学習素材収集段階】6月～ 7月
　対象街区の被災者を訪問し、個
別聴き取りを始めました。聴き取り
に応じていただいた方の家や店を
1つずつ、400分の1スケールの模型
にしていきました。
　一方で、郷土史に詳しい方に水
を捌く技を伝える文献（図書）がな
いか尋ねて回りましたが、入手でき
たものはほとんどありませんでした。
水を捌く技法はモンスーンアジア地
域に共通するものであることから視
野を国内外に広げ、文献調査や研
究者への聴き取りを行いました。そ
の結果、ミャンマーの家屋の研究

チームが捌水塾に参加してくれるこ
とになりました。

【「捌水塾」一般講座、実践講座の
開催段階】8月～ 22年2月
●一般講座：8月8日
　人吉の地勢的特徴と今次被害の
関係を地図上で確認しました。そ
して、新温泉、渕田酒造場の被害
履歴と現状・課題についても確認し
ました。ミャンマーに見る水捌きを
考慮した家づくりの方法（基本的に
は高床式）を学び、桂離宮に見る竹

材を利用した捌水式構法を確認し
ました。
　球磨川の上流、中流、下流に住
む現役の大工・木工職人から、普
段考えて実践している「水捌きに優
れた工法」を教示いただき、それを
活かした具体的な木造建築の形を、
その場で模型として表現。これらの
経験はその後2月に実施した出前捌
水塾や、3月の渕田酒造場における
壁面改修での制作ワークショップに
応用されていきました。

地域・コミュニティ活動助成
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被災した農家を訪問して取り組みを紹介。稲作の話
からも逆に知見を得た

浸水被害を受けた農家住宅の床下を、球磨川流域
内で調達した竹を使って改修

水を捌きやすい構造
の家 具を提 案。実
際に制作まで手がけ
たものもある

木材や 竹の加工技
術を学び、 塾 生が
制作にあたる

新温泉（写 真 右）
と渕田酒 造 場の
改 修 提 案 模 型。
卒 業 制 作として
発表した

●一般講座：9月25日、12月12日（出
前捌水塾）
　被災した納屋の再建をされた農
家を訪問し、捌水塾の取り組みを
紹介しました。被災したその年にも
立派に米を収穫できた話から、稲
の育て方の中にも「水を捌く知恵」
があることに気づかされ、ここに参
加された農学教育や林学教育に携
わっている方々との協働の可能性が
生まれてきました。
●実践講座：9月～ 12月（「水を捌
き易い家具」の制作）
　巨大な構造物や大きな建築物で
なく、身近な存在である家具に着
目し、「水を捌き易い家具」の作り
方を提案することにしました。復
旧工事に取り組んでいる木造旅館
の家具に、捌水塾からの提案を反
映。また、人吉駅前の被災したカ
フェのディスプレイ用の棚を塾生が
設計・制作しました。

●実践講座：22年1月～ 2月（水を
捌き易くするための床下の改修工
事の実施）
　21年8月には緑川流域でも浸水
被害が発生しました。農家住宅の
床下に過去においても同様の被害
があった痕跡が確認されたことか
ら、今後の水害の再来に備えて床
下部分の改修工事を計画。捌水塾
で考えてきた工法を試行することと
しました。
　具体的には球磨川下流域の八代
から竹を調達し、塾生が制作ワー
クショップを企画。「出前捌水塾」と
して甲佐町まで出向き、1日がかり
で改修しました。

【活動成果の統合段階】11月～ 3月
　学習活動の主たる対象建築物で
ある新温泉と渕田酒造場について
は、所有者（当事者）からは、今後
の在り方に関する具体的な示唆を
得る事ができない状況が続いてい
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「環境圏」という水の流れによって形づくられ、風土的に一体性を有する地域に暮
らす人々に対して、圏域内における「知恵の連鎖系」構築を支援するための基礎的
な調査研究、および応用的試行実験に関する事業を手がけています。

ました。一方、塾生の間ではある
程度アイデアが出尽くしてきた感が
あり、それを「塾生からの提案」と
いう形でまとめた方がいいという判
断に至りました。
　そこで、この提案を捌水塾第1期
塾生の「卒業制作」と位置付けた上
で、3月に卒業制作展の開催を企画
し、それを目標として制作に取り組
むことにしました。なお、この時期
には地元人吉市内の高校、紙芝居
制作グループ、手工芸グループ、ミ
ニFM放送企画チームなどとのつな
がりができ始め、卒業制作に対して
関心を向ける人が増えてきました。
　卒業制作展の会場としては、渕
田酒造場の住 居の一部を捌水塾
の協力メンバーが改修した「地域の
サロン（町中えんがわ）」を使用する
こととしました。2月末には新温泉
及び渕田酒造場への提案内容を固
め、その内容をわかりやすく伝える
ため30分の1スケールの模型やイラ
ストなどを作成しました。

【活動効果の検証段階】2月～ 3月
　一 般 講座、実践講座に参加し
た人たちに呼び掛けて、「捌水塾卒
業制作中間報告会及び展示会」を
開催しました。この展示会は、新
温 泉及び渕田酒造場の家主の方
と、同じく被災されてこの町のこれ
からの在り方を自問し続けてこら
れた方々らとの対話の場となりま
した。
　新温泉への提案内容は、建築的
なスケールに加えて街区全体や人吉
市全体に及ぶ、これからの町の変
容過程を展望したものでした。これ

が参加者の大きな関心を呼びまし
た。被災した建物が解体され所有
者は別の土地に移ってしまう現状
で、残された土地をどうするべきな
のか。水害という震災とは質的に
異なる日常的ともいえる性格の災害
に対して、その後の土地の運用の
仕組みを新たに構築する必要性に
ついての議論が展開されました。
　渕田酒造場への提案は、発災時
と平常時の両方を視野に入れたも
のでした。子どもたちも利活用の
主役になり得ることや、地元の職
人や学生たちの力を集めて、自助
努力によって少しずつ作り上げてい
くことを目指している点が評価され
ていました。
　以上、6月からの捌水塾の一連の
活動への参加者は、延べ137名を
数えました。

課題と解決方策

1）実践行動への本格的な議論と意
思決定への踏み出し（家主サイドの
課題）
　卒業制作として提 起した案は、
家主の方がご自身の考えを整えてい
く糸口となりました。この提案を受
け止めて議論を深め、実践行動に

移していく体制をどう築くかが問わ
れています。
　この課題については、持続的な
取り組みとして活動記録などを現
地とオンライン上で家主を含めた関
係者が共有できる体制を強化する
ことが、解決の道を開く力添えに
なると思います。
2）出前捌水塾活動の継続（捌水塾
運営者サイドの課題）
　捌水塾としては、水を捌く建築技
法と呼べるものの内容はある程度
集約できたと考えており、今後はそ
れを現場に適用した事例を増やして
いく段階となります。
　まずは、技法をわかりやすく伝え
る方法論が必要となります。新温泉
および渕田酒造場への提案に盛り
込んだ「捌水技法」ともいうべき建
築技法を、捌水塾参加者（広義の
塾生）の仕事の現場で活かし、そ
の事例を増やし少しずつ技法に磨
きをかけていきたいと思います。

今後の予定

　卒業制作に反映された「水を捌
く建築技法」を抽出・整理し、公
開できるテキストとして編集したい
と思います（2022年7月末まで）。
　特に比較的取り組みやすいと思
われる捌水式家具については、率
先して普及に努めて参ります。その
成果をもって、水を捌く建築技法
についての交流を、同じく水害常
襲地域をもつベトナム（ハノイ）の
仲間と進めたいと思います。


